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開　講 毎年  ・  隔年

区　分 選択

単位 １　単位 科目責任者 小室裕造　教授 （形成） 授業形態 講義・演習
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小室裕造 病院7F　カンファレンスルーム2

ykomuro@med.teikyo-u.ac.jp

毎週火曜日　17：00-18：00

№ 月日 時間 担当者 備考

1 10/1(金) 18:20-19:50
市ノ川義美  病院教授

（形成）
大学棟本館
1階105教室

2 10/4(月) 18:20-19:50
大河内真之 病院教授

（形成）
〃

3 10/8(金) 18:20-19:50
市ノ川義美 病院教授

（形成）
〃

4 10/12(火) 18:20-19:50
山岡　尚世　講師

（形成）
〃

5 10/13(水) 18:20-19:50
小室　裕造　教授

（形成）
〃

6 10/14(木) 18:20-19:50
小室　裕造　教授

（形成）
〃

7 10/18(月) 18:20-19:50
大河内真之 病院教授

（形成）
〃

8 10/19(火) 18:20-19:50
福積　聡　 教授

（ちば形成）
〃

その他の演習・セミナー等

※講義日程の変更・追加の連絡等がある場合、登録されているメールアドレスに連絡します。

　共 通 科 目
Advanced Study & Research for Plastic, Oral and Maxillofacial Surgery

形成・口腔顎顔面外科学領域の中でも代表的な体表先天異常、顔面外傷および難治性潰瘍に関し最新の情報の講義を行う。ま
たこれらの基礎的な基盤となる創傷治癒についても解説する。これにより、形成外科・口腔外科の診断、治療能力向上を図ること
を目的とする。

体表先天異常、顔面外傷、難治性潰瘍の診断および治療について理解する。皮膚を中心とした創傷治癒について理解する

顔面外傷

教材を事前に一読し、専門用語の意味を理解しておくこと。
1回の授業に対して、予習・復習それぞれ30分程度が必要である。

講義・演習の課題（80%）、演習における報告発表（10%）、Discussion内容（10%）を評価する。

TEXT形成外科（南山堂）、標準形成外科（医学書院）

試験やレポート等に対し、講義の中での解説等のフィードバックを行う。
この科目と学位授与方針との関連をカリキュラムマップを参照し理解すること。
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・形成外科学演習（毎週木曜日）

創傷治癒

再建外科

難治性潰瘍　皮弁

美容医療

　　顎変形症　再建

再生医療

体表先天異常


